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令和７年５月１日発行

令和７年度入職式が行われました
４月３日(月)に理学療法士５名、作業療法士１名、言語聴覚士１名が新たに仲間入りしました。

入職式では、横山理事長が祝辞を述べ、新入職員を歓迎しました。
とても緊張した様子で理事長の言葉に真剣に耳を傾けている姿勢が印象
的でした。その後、新入職員一人一人より力強いあいさつがあり、今後
の活躍が非常に楽しみです。

入職式後は医療安全に関する研修、リハビリテーション部のオリエンテー
ションが行われました。
今後も１か月程度のリハビリテーション専門職としての研修が行われます。
新しい環境で、不安もあるかと思いますが、研修を通して学び、一人ひとり
が患者さんやご家族の役に立てるよう邁進してくれることを期待しています。
新入職員の成長を温かく見守っていただければと思います。

新年度を迎え

当法人理念は、〔あなたの「えがお」を大切にします そして、地域との「きずな」をより深めます〕

言い換えれば、人を幸せにし、地域に密着した組織にしたいという思いが込められています。

そして、基本方針である

①個別性を重視した安全で良質なリハビリテーションの提供

②地域連携の充実と切れ目ない地域医療体制の構築

③職員の資質・技術の向上

④健全な病院経営を築く

⑤一体感のある組織運営目指す

これらの５つを踏まえ、具体的な戦略として“目標”というかたちで私たちは行動しています。

昨年度の目標は「業務改善」でした。これは基本方針の中の②連携の充実、④健全な病院経営、

⑤一体感のある組織運営の3点を全体最適という立場で目標設定を行いました。

職員がそれぞれがこの目標の下に業務改善を行い、大きな成果を上げた部署を労い感謝の気持

ちを伝えるとともに、モチベーションの向上に繋がる表彰を行いました。

そして、今年度の目標を「教育」といたしました。

基本方針とは①安全で良質なリハビリテーション、③資質・技術の向上、⑤一体感のある組織運営と

結びつきます。3点を主眼に、全体最適の立場で各部科長のもと職員、法人の

成長につながることを目指していきます。

一年後、どのような変化があるのか、こちらも皆の想いや成果をしっかり受け止めるべく、一つ一つ

面談を行い、理解と後押しにつなげたいと思います。

一年あっという間です。新しいメンバーを迎え、どうしたら一人一人の成長に、ひいては組織の成長

につなぐことができるか、目標達成に向けて日々頑張ってまいります。

本年度も変わらぬご支援、ご協力を宜しくお願い致します。

理事長 横山日出太郎
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就職相談会・見学会を開催します！

６／７(土) 10:00～12:00
病院 または 介護保険事業

●看護師
●介護福祉士
●ヘルパー
●看護助手
●運転手

お気軽にお問合せください

054-639-0198
soumu@seiryoukai.or.jp
担当：総務部 平澤

当日ご都合のつかない方も、随時対応致します！

回復期リハビリテーション病棟協会第45回研究大会㏌札幌にて
病棟看護師が口述発表を行いました

看護師として大会に参加して…

●患者さんがリハビリを持続できるよう、内的動機づけを日々の

関わりの中で時間をかけて行うこと

●多職種や家族との関係性を良好に保ち心理的に安定出来るよう

入院生活を支えること

●ADLの拡大につなげることが役割であること等多くの事を学びました。

テーマ：高次脳機能障害を持つ患者の心理的状態が身体的、認知的機能に及ぼす影響

今回の大会を通じて、医師、療法士、看護師、医療相談員等、多職種の研究発表を聴講して、看護師が

よりリハビリテーションの知識を増やし患者さんに身近な存在として関わっていく必要性を感じました。

回復期リハビリテーション病棟では、多職種連携が肝となります。
職種毎の役割を十分に発揮することはもとより、同職種、また多職種と目標
を共有し協力しながら実践していくことが大切です。

ケアワーカー介護実践の取り組み発表会を行いました
ケアワーカー介護実践の取り組みは、ケアワーカー（看護補助者）が
担当患者さんの介護計画を立案し、実践していきます。

今年度は３名のケアワーカーが「患者さんの排泄自立に向けた取り組み」
や「コミュニケーション方法を工夫した関わり方の実践」、「ご家族への
介護指導、意思決定支援、退院支援」など幅広く取り組みました。

また、日々どのようなことを大切にして ケアをしているかを共有する機
会となりました。それぞれが立案した介護計画は、患者さんの回復への目
標に寄り添ったものであり、状態をきめ細かく観察し、評価しながら実践
されていました。

「今後も患者様、ご家族を中心にチームの一員としての役割を発揮していく！」という熱意を感じる
発表会となりました。

入職後の支援制度あります！！


